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アディポネクチンは脂肪細胞が産生する血中に豊
富に含まれる善玉タンパクで、約25年前、ヒトの
脂肪組織から発見しました。以来、世界中で2万報
を超える研究報告がなされています。私たちは最近、
アディポネクチンが、細胞が出すエクソソームとい
う小胞を増やすことを見いだしました。エクソソー
ムは近年、“生命を守る伝達物質”として注目されて
います。エクソソームは中に細胞の老廃物を取り込
んで細胞外へ排出したり、細胞・組織保護に関わる
情報因子を他の細胞に伝達する働きを持っています。
アディポネクチンはそのような“生命を守る伝達物
質” エクソソームの産生を増やすことで、私たちの
体を保護・丈夫にしていることがわかってきました。
このような作用は他の分泌タンパクにはなく、とて
もユニークなものです。幹細胞医療にも応用でき、
これまでの幹細胞医療の治療効果を飛躍的に高める

（図）こともわかってきました。

特徴・独自性 も機能させることが出来たら、健康を維持す
ることや、病気を治すことに利用できると考
えています。

私たちが目指すところは、このアディポネクチン
というタンパクが働くメカニズムの向こう側です。
一粒飲む（あるいは塗る）ことで、このメカニズムを
もっと強く、また普段は働いていない組織や臓器で
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